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た分画物をODS flash クロマトグラフィ（ODS flash CC）
により分画した。同様の評価を経て顕著な作用が観察され
た分画物を高速液体クロマトグラフィ（HPLC）を用いて
分画し、同様の評価をおこなった。評価は実験２と同様の
方法を用いてPer2発現リズムの周期短縮作用の確認によ
りおこなった。
Kupchan分画：得られた分画物のうち、クロロホルム層お
よび60％メタノール層にのみ遠志より抽出されたエキス粉
末と同様の作用が観察された。
ODS flash CC：Kupchan分画で得られたクロロホルム
層由来の、移動相70％アセトニトリルの分画物に顕著な作
用が観察された。
HPLC：出力波形を元に分割した区分のひとつに顕著な作
用が観察された（図２）。
　Kupchan分画により遠志に含まれる作用物質は中極性
のものであることが推測される。その後の高速液体クロマ
トグラフィでは一部区分に顕著な作用が観察されたが、今
後移動層を検討することで作用物質の単離ができる可能性
がある。単離が実現されれば核磁気共鳴分光法によりその
構造が決定され、体内時計の基礎理論解明に貢献できる。遠
志の含まれる漢方製剤が、周期延長と関連する睡眠相後退
症候群などの時計関連疾患の治療に応用できる可能性を強
く示唆した。
表１　138種類の漢方薬のPer2発現リズムの周期（横軸）ならびに振
幅（縦軸：溶媒群を100％とする）。
図２　高速液体クロマトグラフィによる分画物のPer2遺伝子発現周
期に及ぼす作用。5-2分画に作用化合物が含まれている可能性
を示す。
